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介護が必要になっても
住み慣れたまちで暮らしたい

高齢者保健福祉施 設案 内

区の鉐廟以上の高齢者は、平成8

年1 月1 日 現在、74, 780人。足

立区の人口の12% に遭して&3ま1冫

現役てQ き13きと活履されて幻る

方はたぐさんおりますが、高齢に

なれば痾気になったり、介慶を必

蔓とする状態になることも少なく

ありません。

区で・は、このようなときに、そ

れぞれの蒙塵・心身の状況などに

応じた、高齢者艨健柵祉麓設の豊

钁に力を注13でi ; )ます。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

(
特

養
)

6
5歳
以
卜
で

、
身
体
上
・
精
神
上
著

し
い
障
害
が
あ
ゑ

紡
に
、
い
つ
も
介

護
鷽
蓊
と
し
、
在
宅
で
の
介
霞
を
受

け
9

と
が
困
難
な
方
の
た
め
り
(
所

凄

俘

。

内
容
H
鷺

き
り
お
よ

び
痴
呆
等
の
方
へ
の
生
活
の
場
の
提

供

問
先
日
居
住
地
の
福
祉
事
務
所
(

表
I
)

表1　 福祉事務所一覧

地域とのふ れあい「さの 祭」

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

(ケ
ア
ハ
ウ
ス
)

6
0男
T

で

、
身
体
機
能
の
低
下
の

た
め
、
在
宅
で
の
旡
活
に
不
安
は
あ
る

も
の
の
、
自
立
k

雉
吝
が
で
き
刄
利

用
料
の
支
払
能
力
が
瓷
芳
{
M

め
の

入
所
施
設
で
歹
。

内
容
日
食
事
(
食

宮

・
入
浴
(
共
同
浴
室
)
の
提
供
/

牛
活
指
導
・
相
談
/
緊
急
時
対
6
等

※
介
霞
は
あ
ひ
愚
尤

問
先
日
在
宅

福
祉
課
施
設
運
営
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1

卜
㈹

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
(

在
セ
ン
)

身
体
上
・
椅
神
上
の
機
能
の
低
下
の

た
め
吁
常
牛
活
に
支
障
が
あ
っ
た
り
、

一
層
の
虐
蒻
化
に
不
安
が
受
嵩
齡
者

布
ぷ
ぴ
そ
の
介
護
者
に
、在
宅
仭
砺
を

維
持
t
や
上
で
£
餮
な
サ
ー
ビ
ス
岑
鳧

供
す
l
爨
で
歹
。

内
容
N
デ
イ
ホ

ー
ム
・
鈿
菓
性
高
齡
者一ア
イ
ホ
ー
ム
/

機
能
訓
練
/
入
浴
サ
ー
ビ
ス
/
食
事
サ

ー
ビ
ス
/
シ
ョ
ー
ト
・
t
l
t
Xルス
テ
イ

蒔
養
の
ベ
ッ
ド
娶
莉
用
)
/
家
族
介

護
者
教
室
/
相
談
等

問
先
日
在
宅
福

祉
課
施
―

事
務
所

爰
1
)

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
(

介
セ
ン
)

在
宅
で
介
-

帯
4
萼
の
家
族
の
た
め
に
、在
宅
介

饅
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
相
談
、介
護

機
器
等
の
農
示
、サ
ー
ビ
ス
の
連
絡
調

整
奮
な
冫
厖
設
で
y
。内
容
上

介
霞
に
つ
い
て
の
電
話
a

時
間
)
・

面
接
相
談
/
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
取

ひ
呎
ぎ
/
介
護
機
器
等
の
訪
問
指
導

問
先
↓
徑

宅
介
護
支
棔モ
ン
タ
ー
ヘ

(表
2
)

表2　 高齢者保健福祉施設一覧

機能訓練風景

老
人
保
健
施
設
(
老
健
)

7
0
歳
以
上
の
参
人
医
療
受
給
者
か
6
5

歳
以
上
の
身
陣
手
角
受
給
者
、ま
た
は

4
0
筬
以
上
の
初
老
期
痴
呆
思
者
で
、症

状
安
定
期
に
あ
り
、入
甄
損
の
必
要

の
な
い
方
へ
、一
定
期
間
看
護
や
介
護

夸
甲
心
と
し
た
ケ
ア
、リ
(
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
蔘
ず
る
施
設
で
歹
。内

容
上
般
入
所
(
お
お
R
?
芬
月
)

/
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
(
I
凋
藺
以
内
)

/
機
能
馴
練
等
の
一
部
デ
イ
ケ
ア
問

先
忿
呈
?
(
保
健
施
設
へ
(
表
2
)

訪
問
看
護ス

テ
ー
シ
ョ
ン

介
躓
を
必
畢
ぐ
T
発
砲
の
揶
だ
き

り
ま
{
ほ
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る

老
人
医
療
受
給
対
象
者
に
、
肴
護
サ
ー

ビ
ス
鷽
行
う
墨
辱
ま

。

内
容
=
症

状
の
観
察
/
潸
拭
/
機
能
訓
練
等
看

護
・
介
霞

問
先
日
主
治
医
ま
た
は
保

箭

へ

足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
騨

S
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

※ 訪問看護ステーション除く

◎ 給 水 制 限 実 施 中　 節 水 に ご 協 力 く だ さ い 《東 京 都 水 道 局 》
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

(乳
)医
療
証
が

変
わ
り
ま
す

1
0月
1
日
以
降
の
剏
昏
―

は
、
薄

緑
色
の
も
の
に
な
ひ
豕
歹
。
発
送
は
1

月
2
5日
の
予
定
で
す
。
医
療
証
は
負
担

者
番
号
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
v
i
T
の

で
。
1
0月
1
日
以
降
か
ら
お
使
い
ぐ
だ

さ
い
。
な
お
、
現
在
お
使
い
の
医
療
証
(

オ
レ
ン
ジ
色
の
も
の
)
は
有
効
期
間
が

9
月
3
0
a
ま
で
で
y
o
m
肓
以
降
は
使

わ
ず
に
破
笋
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。

現
況
届
は
医
療
証
弖

緒
に
お
送
り

し
李
歹
。
保
険
証
や
ご
家
族
の
状
況
に

倉
更
が
あ
っ
た
場
合
り
み
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
'冫
x
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を

添
え
て
畏
出
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
幼
坦
医
療
証
を
鷽
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
y
。申
・
問
先
=
児

竃
医
療
係

あ
な
た
の
ご
家
庭
で
保
育
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

・
家
庭
福
祉
S
(
保
育
マ
マ
)

昼
間
動
め
て
い
る
た
め
。
孑
供
(
生
1

の
乳
幼
児
)
の

嘉

が
で
惡

い
お
母
克

の
代
わ
ひ

に
、
そ
の
子
供
か
福
祉
員
の
お
宅
で
保

享
各
仕
事
で
す
。

対
象
日
区
内
在

住
(
特
に
綾
瀬
川
の
東
側
の
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
)
の
2
5歳
～
6
0鎭
ま
で
の

方
で
、
保
母
・
教
員
・
看
護
婦
、
ま
た

は
保
健
婦
の
資
格
曇
お
持
ち
の
方

圏
児一
緊
急
-
時
保
護
者

出
産
や
病
気
で
盂
Σ
生
後
―
ヶ
月

以
上
学
齢
禾
満
の
乳
幼
S
の
世
話
が

で
忝
な
い
お
母
さ
ん
の
怫
p
り
に
、一

時
的
に
そ
の
子
供
を
預
か
る
仕
事
で

す
。対
象
H
児
童
の
保
育
経
験
の
あ

る
区
内
在
住
の
2
5
歳
～
5
0
歳
ま
で
の
万
　
　
　

―

い
ず
れ
p
-
卜

※
旆
一
`
設
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
り

ネ
T

申
先
卜
社
会
福
祉
協
議
会

豐
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

問
先
蕋
霄
振
興
係

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

3
級
課
程
(
都
共
催
・
第
3
回
)

日
時
等
卜
表
l
の
と
お
り
対
象
=
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
1
と
y
埀
く
冫
″
棊
希

望
p
'
講
習
期
間
中
、
全
日
程
を
遏
し

て
受
講
で
き
る
区
民
の
方

定
員
卜
4
4

人
(
抽
選
)

費
用
H
テ
キ
ス
ト
代
8

千
円
m
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
生

年
月
日
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講

習
受
講
希
望
い
と
明
記

期
限
l
y
月
2
3

日
必
着

申
先
日
障
害
福
祉
計
画
係

〒
圀
中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

問
先
=

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

酋
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

表1　 ホームヘルパー養成講習3 級課程

※ 在宅介護実習( 8 時間) ○ デイサービスセンター実習… 10月16・23・30日の
いずれか1日、午前10時～午後3時( 5時間) を選択○ ホームヘルパー同行訪
問… 10月22・24・a5・門日のいずれか|日、午前9時～正午( 3時間) を選択
●場所はー部を除き、総合ボランティアセンター( 日ノ出町27- 3- 1 〔x?〕

豊
富
な
経
験
と
技
術
を
生
か
す

高
齢
者
就
業
強
化
月
間

m
肓
は
、令
国
の
ジ
ル
バ
L
人
材
セ

ン
タ
ー
が
「広
報
活
動
強
化
月
間
に
と

し
I
開
し
て
い

ネ
す
。豊
享
¥
(
生
経
験
と
知
識
・
技

能
を
持
つ
シ
ル
バ
ー
の
会
員
は
、
仕
事

鷺
堰
し
て
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
ホ
歹
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域

の
皆
様
の
甄
麥
寡
吁
て
、
次
の
ぶ
つ

な
仕
亊
意
行
つ
て
い
‘
'チ
。

内
容
日

毛
筆
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
筆
耕
/
事
務
補

助
/
経
理
事
務
/
伝
票
整
理
/
セ
ン
タ

ー
作
業
所
で
の
内
職
作
業
/
大
工
/
植

木
9

天
れ
/
塗
装
/
草
刈
り
/
清
掃
/

龠
庶
な
ど
の
施
設
や
資
材
の
管
理
/

チ
ラ
シ
等
の
配
布
/
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
ほ
か

申
・
問
先
=
(
社
)
足
立
区

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

S
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

自
立
生
活
訓
練
通
所
者
募
集

病
気
・
事
故
等
で
身
体
に
重
い
障
害

を
苻
っ
た
方
に
、
地
域
杠
侖
に
お
い
て

ょ
り
自
立
し
た
牛
居
の
実
現
一
凶
る
た

め
に
、
必
鼕
な
訓
練
受
付
い
求
歹
。

対
象
儿
擅
黔
ヱ
の
肢
体
不
自
由
者

定
S
=
東
部
:
き
人
、
西
部
・
:よ

申
・
問
先
卜
函
1
1
t
号
線
の
東
側
お
よ

び
千
住
地
区
の
方
…
果
邵
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

酋
(
5
8
8
2
)
5
3
7
0

国
遭
羨
`
滷
の
酉
側
忝
よ
ぴ
宮
城
・
小

台
地
区
の
方
・
:西
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

酋
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨

時

職

員

募

集

勤
務
期
間
卜
1
0
月
か
ら
9
年
1
月
ま
で

勤
務
旦
`
1
月
L
金
曜
日
月
智
糧

度
)
、午
前
1
時
～
午
後
ぞ
時
対
象
川

作
巣
療
法
士
の
国
家
資
格
を
お
持
ち
の

方
定
員
叭
人
報
酬
=
日
額
1
万
t

千
8
4
0円(
交
通
費
含
む
)

申
・
問

先
日
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

魯
(
3
8
～
)
0
6
3
n
C

訂
正
と
お
わ
び

あ
だ
ち
広
報
&
s
R
号
の
尽
改

職
員
募
集
采
撃
ぷ
の
受
験
資
格
に

暼
か
あ
ひ
黔
レ
t
。
正
し
ぐ
は
、
昭

'

和
4
2年
A
2

贔

降
に
ま
袤
れ
た
童

で
。
管
理
栄

士
の
免
許
豪
哥

、
I
H
H
H
U

―
E
i
E
!
F
i
k

国
保
・
年
金

入
院
時
の
食
事
費
が

改
定
さ
れ
ま
す

辺
月
か
ラ
入
院
中
の
食
事
に
係
る
負

根
順
が
表
I
Q
£
秡
に
改
定
に
な
り

ホ
y
。
な
お
、
区
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
に
は
減
額
申
請
に
棊
つ
き
。
国
民
健

康
保
険
課
ま
た
は
福
祉
医
療
課
が
発
行

し
た
減
額
認
定
証
を
保
険
証
等
に
添
え

て
医
療
機
関
の
窓
口
に
握
l
y
に
と

に
よ
り
、
減
額
が
鷽
け
ら
れ
ゑ
i
が

あ
v
i
歹
。
既
に
減
額
認
定
証
奮
お
持

ち
の
万
墜
涵
憊
は
不
要
で
y
。
入
院

期
間
等
に
よ
り
、
減
!

冪
吁
β
れ
る

金
額
が
遼
い
ま
す
の
で
。
く
わ
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

問

先
品

罠
健
康
保
険
加
入
の
方・・・国
保

課
保
険
給
付
係
7
0
歳
以
上
の
万
・・福

址
靨
躁
医
療
助
成
係

表2　 食事費負担額

秋
の
行
楽
に

国

保

指

定
保

養

施

設

区
で
は
、
折
県
の
旅
館
等
を
「
国
保

指
定
保
養
施
設
」
に
指
定
し
て
、
国
保

加
入
者
の
方
が
利
型
三
祺
に
、
利
用

料
金
の
一
部
盈
筬
(

大
人
3
千
円
、

孑
&
一
千
瞋
円
)
し
て
い
李
y
。
対
象

日
足
立
区
国
保
加
入
者
で
保
険
料
の
滞

納
の
な
い
方

申
込
卜
表
3
の
施
設
へ

直
接
電
話
予
約

跫
立
区
国
保
課
扱
い

と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。
予
約
後
L
週

間
以
内
に
、
国
保
課
の
窓
口
で
利
用
承

認一
の
交
付
を
営
叮
て
く
だ
さ
い

※

料
兪
硲
こ
、
く
わ
し
く
は
案
内
チ
ラ
シ

鬯
民
礫
泗
所
・
匡
保
霹
遶
口
に
あ
り

宋
苳

竃

』覧
く
だ
さ
い

申
・
問
先

卜
国
保
霏
庶
務
係

表3　 国保指定保養施設

料 金は、契約料金( l 泊2 食付 。平日) から助成金を引い た額です。

区 民事務所、文化 スポ ーツ公社では申し込みできませんの でご注意ください。

納
税
の
ご
相
談
は
お
早
め
に

8
年
度
2
期
以
前
の
特
別
区
民

税
・
都
民
税
の
椚
期
限
が
過
罌
C

た
。
納
期
限
後
は
、
高
率
の
柾
肩
釡

(年
率
1
4・
6
%
)
が
加
算
さ
れ
る

だ
け
で
な
ぺ

納
付
さ
れ
な
い
と
き

に
は
、″差
し
押
さ
瓦
等
の
処
分
岑
受

け
る
y
左
が
あ
2
チ
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
事
情
が
あ
っ
て
絅
付
で

煮
な
い
場
合
や
そ
の
他
不
盟
流
が

あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
蛋
覈
置
せ

ず
に
お
早
め
に
ヽ
紬
談
く
だ
さ
い
。

問
先
儿
`
税
第
一
・
第
二
係

祝
白
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ぶ

年
ヽ
区
内
で
は
2
9
人
の
方
が
日

寿
(
9
9
歳
)

を
仰
冤

声

姙

。
区
か

ら
は
長
寿
証

と
記
客
品
、
そ
し
て
紫

色
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
'
淞

贈
り

、
お

祝
い
し
声

レ
た

。
白
寿
を
a
え

た
皆

さ
ん
は
次
の
方
々
ぷ

こ
8

月
末
日

現
在

。
敬
称
略
)
。

奈
良
齊
冫

」‥
)、

渡
部
ク
ニ
ヨ

、安
藤
真
二

、成
澤
広

、

大
塚
さ
ぐ

、
嘉
手
納
並
兼
、
石
田
よ

う
、
赤
松
キ
ヌ
イ

、
斎
藤
ナ
ツ

、
吉

田
(

ナ

、小
久
保
六
だ

、長
島
よ
の

、

菊
池
き
ぐ
、伊
藤
ラ
ク
、大
山
雅
二

、
゛

萍
公
戔
よ

、
桐
田
西
ヨ
ー
、
前
田
竒
く

の
、
草
野
と
り

、
嶋
津
冫
レ
、
高
橋

イ
ヂ

、
嶋
せ

と
り

、
斎
藤
あ
い
の

、

川
名
常
蔵

、
敷
地
い
ね

、
佐
々
木
イ

サ
、
行
持
武
次

、
今
井
琴

、
鈴
木
梅

太
郎
(

在
宅
調
鶇
係
〉

ねんきん出張相談
日程等= 下 表 内 容= 国民年 金のし く みや手
続き、保険 料の支払方 法など ※ 今月の夜間
相談は 、佐 野センタ ーで行い ます 問先= 国
民年金 課推 進係

ねんきん出 張相談日程表

「
み
ど
り
の
夢
2
3
」

販
売
店
が
増
え
ま
し
た

東
京
都
と
2
3
区
が
共
同
開
矜
レ
た
1
0
0

%
再
生
紙
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
「み
ど
り
の
夢

2
3
」の
販
売
硯
y
譱
?
表
)
増
え

て

。
聊
胥
に
な
り
F
‥だ

。お
近
ぐ
の

販
売
1

い
。

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

□ 障害者出張職業相談　日時等=9月24日( 火) 、東部障害福祉総合センター/9月25日( 水) 、西部障害福祉総合センター　※ 時間はいずれも午後1時30分～4
時　 問先= ハロ ーワーク足 立 　3870- 8609
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健

康

移
転
し
ま
し
た

竹
の
塚
休
日
診
療
所
・
休
日
歯
科
診
療
所

移
転
先
日
竹
の
獵
セ
ン
タ
ー
ー
階
(
竹

の
筱
2
1
2
5
-
1
7
)

a
(
3
B
8
5
)
5
4
n

″
』
1

東
武
線
竹
ノ
褫
駅
下
車
徒
譽
‘芬

圏
竹
の
塚
休
日
診
療
所

診
療
科
目
卜
内
科
・
小
児
科
診
療
受

付
時
間
卜
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
、午

後
5
時
1
9
時
巧
分

圏
竹
の
塚
休
日
歯
科
診
療
所

診
療
受
付
時
間
=
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時

※
受
診
の
と
膏
ほ

、
健
康
保
険
証

含
右
ず
に
ご
持
参
ぐ
だ
さ
い

講
演
会
「
リ
ウ
マ
チ
の
最
新
治
療
」

日
時
卜
1
0
月
2
日
(
水
)
、午
後
L
時
3
0

分
1
3
時
3
0
分
講
師
H
高
崎
芳
成
氏
　

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
師
)
定
S

目
5
0
人
費
用
卜
無
料
申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
日
東
和
保
健
相
談
所

酋
(
3
6
0
6
)
4
1
7
L

成
人
病

健
康
教
室

成
人
病
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関

実
施
)
夲
受
診
さ
れ
た
方
を
対
象
に
健

康
慾
澎
行
つ
て
い
求
歹
。
健
診
結
果

を
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
、
一
般
の
万
で
も
鷽
け
付
け
ま

す
。

日
時
等
日
表
4
り
と
お
り

定

員
=
各
4
0
-
<
(先
着
順
)

申
込
=
電

話

※
受
講
時
は
、
成
人
病
健
診
結
果

票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

表4　 成人病健康教室日程

食
品
衛
生
講
習
会
を
〝出
前
〟
し
ま
す

食
中
毒
、0
1
1
1
7
な
ど
、食
品

の
安
全
性
や
衛
生
に
関
心
の
あ
る
グ
ル

ー
プ
の
学
習
会
に
、
食
品
塑
湎
箱
貰

が
講
習
に
う
か
が
い
欒
y
。
堡
習
テ
ー

マ
、
日
時
な
ど
ご
相
談
に
S
じ
て
い
ま

す
。
対
象
H
I
入
川工
の
グ
ル
ー
プ

費
用
=
無
料

申
・
問
先
H
足
立
保
健

所

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
庄
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

結
核
を
予
防
し
よ
う
結
核
予
防
週
間

9
月
2
4
日～
3
0
日

・
気
に
な
る
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
　

結
核
の
初
期
は
、
か
ぜ
の
屁
状
に
似

て
い
‘
'ヂ
。
咳
、
た
ん
、
胸
痛
、
血
た

ん
(
か
っ
血
)
が
続
い
た
り
、
微
熱
、

体
が
だ
る
い
な
ど
の
状
態
が
I
週
間
以

上
続
く
時
は
、
医
師
の
診
謇
審
吁
ま

し
ょ
う
。

・
だ
れ
に
で
も
感
染
の
危
険
か
=

結
核
は
、
決
し
て
過
去
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
の
咳
に
含
ま

れ
て
い
る
結
核
菌
を
吸
い
込
む
'
」
と
で

感
染
し
ホ
y
。
足
立
区
で
は
‘
一
そ
も
3

人
ほ
ど
の
方
が
新
た
に
発
病
し
、
6
～

l
刀
月
間
の
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

・
乳
幼
児
は
特
に
注
寒
が
必
要
H

抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
の
感
染
は
発

病
変
と
重
屁
に
な
叺
か
ね
ま
せ
ん
。

区
で
は
、
乳
児
検
診
で
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
・
B
C
昼
靈
覃
行
っ
て
い
嫐
y
の

で
、
貿

姜
聆
し
て
く
だ
さ
い
。

・
早
期
発
見
に
は
定
期
健
康
診
断
を
I
　

区
で
は
、
次
の
健
唇
馨
葬
行
う
と

同
時
に
結
核
の
検
衰
耄
弯
U

て
い
ま

す
。
▽
成
人
・
高
齢
者
こ

般
・
受
託

・
節
目
の
蚤
囑
康
診
査

問
先
盆
霽

り
の
保
健
所
・
保
健
相
談
所

お
知

ら

せ

教
育
相
談

お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い

て
専
門
の
想
肓
が
相
談
に
5
じ
て
い

ま
す
。

・
面
接
相
談

日
時
輿
廼
月
卜
金
曜
日
(
拆
り
を
吸

く
)
、
午
前
1
時～
午
後
5
時
申
M
=

電
話

場
・
申
・
問
先
日
教
育
研
究
所

酋
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

酋
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

酋
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

・
一
話
相
談

日
時
輿
滉
月～
贏
冐
(
祝
E
濫
'

く
)
、
午
前―
時～
午
後
t
時
3
0
分
申

先
日
教
育
研
究
所

豐
(
3
B
B
4
)
7
8
6
7

合
唱
団
案
内

合
唱
を
始
め
た
い
方
に
、
団
員
募
集

中
の
合
唱
団
2
5団
体
に
つ
い
て
の
情
報

冊
子
を
き
に
正
I

ヂ
。

申
・
問
先

卜
文
化
振
興
係

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

表
5
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

ひ
默
レ
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
基
↓

逧
局
小
(
3
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
ひ
豕
す
。

問
先
=
計
画
調
整
課

助
成
係

表5　 水洗可能地域
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

情

報

資
料

室
の

休

館

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
情
報
資
料
室

は
。
特
別
輅
理
の
た
め
1
月
3
0
匯
～
1
0

月
4
日
ま
で
坏
館
し
奪
y
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
豕
y
。
問
先
日
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー

酋
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

本
の
と
ら
ば
ー
ゆ

図
書
館
の
本
を
珥
臙
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
希
望
者
に
無
料
で
差
し
卜
ぼ

ま
す
。
自
動
車
で
の
来
館
は
ご
還
慮
く

だ
さ
い
。日
時
卜
辺
月
5
日
王
)
・

6
日
(
日
)
、午
前
9
時
～
午
後
t
時

場
・
問
先
乱
筴
図
書
館

酋
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

平
成
8
年
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
の
実
施

「
事
業
所
・
企
業
統
計
調
鳶

煮
…月
1

日
現
在
で
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
区
内
の
全
事
業
所
を
対
象
と
し
ま

す
。
調
査
員
が一
月
下
旬
C
冫
か
が
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
先
卜
統
計
係

水
上
バ
ス
の
旅
あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

臨
海
副
都
心
で
遊
ぼ
う

日
時
羝
柯
1
5
a
(
火
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
場
所
H
千
俘
曙
町
船
着
場

卜
青
海
{
船
の
科
学
館
そ
ぱ
〒
東
京
港

周
遊
L
千
住
※
観
光
協
会
オ
リ
ジ
ナ

ル
コ
ー
ス
で
す
対
象
H
観
光
S
会
会

員
と
冢
族
芻
よ
ぴ
区
内
在
住
の
方
定

員
H
圍
人
程
度
(
抽
選
)
蠶
霏
▽
観

光
協
会
会
員
・
・
・
3
千
円
▽
会
員
家
族
…

3
千
5
0
0
円
▽
一
般
・
・
・
t
千
円
(
い
ず
れ

も
昼
食
付
き

、当
日
現
地
で
支
払
い
)

申
込
儿

擅
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の

氏
名
、年
齢
、住
所
、電
話
番
号
、会

員
螽
基
簇
・
一
般
の
別
、J
…
肖
ぴ
バ

ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
希
屏
と
明
記
※

(
ガ
キ
t
枚
で
I
人
ま
で
申
し
込
み

可
。潺
傴
「ガ
キ
の
驟
に
代
表
者
の
住

所
、氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。重
復
申
」込
み
は
無
効
期
限
Ⅱ

9
月
2
4
日
消
印
有
効
申
・
問
先
=
観

光
協
会
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
担
当
　

(
産
業
振
興
課
内
)
-
t
1
2
0
中
央
本
町
1

1
1
7
-
1

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座

「
新
食
糧
法
と
日
本
の
農
業
の
ゆ
く
え
」

日
時
八
…
河
8
日
(
火
)
、
午
後
1
時

3
0
分
廴
&
洳
分
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
の

方

霞
7

大
崎
正
治
氏
(
國
学
院
大

Z
歿
)

定
員
n
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
U
K
者
セ
ン
タ
ー

a
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

青
年
講
座
「
み
ら
く
る
探
検
隊
」第
5
回

食
べ
物
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
自
家
製
で

自
然
と
共
生
し
た
社
会
を
考
え
る

時
、
農
業
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で

す
。
安
全
な
食
べ
物
と
必
専
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
自
ら
生
産
し
、
牛
活
し
て
い
る

農
家
を
訪
髻
チ
。
日
`
7
9
月
2
8

日
王
)
。
午
前
1
時
～
午
後
t
時

!

箱
所
―

呈
県
小
川
町
(
東
武
東

上
線
・
小
川
町
駅
)

定
員
H
2
0人
(
先

着
順
)

費
用
Ⅱ
無
料
(
昼
食
持
参
、

交
通
費
は
自
己
負
担
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
↓

塁
'
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
9
0
)
0
0
`
Q
I

動 物 愛 護 週 間

9月20日～26日
見つめてください
動物への責任と愛情

動
物
愛
護
週
間
は
、皆
さ
ん
に
、動

物
の
愛
躋
と
適
正
な
飼
育
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
夲
滯
め
て
い
た
だ
ぐ
た
め

に
「動
物
の
保
瀋
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
」に
棊
つ
い
て
唇
呂
れ
た
も
の

で
す
。勣
物
の
習
性
や
恚
覃
よ
く
理

解
し
、責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
。ま
た
、平
成
7
年
t
月
よ
り
犬
の

登
録
は
生
涯
1
回
に
な
吁
ま
し
た
が
、

狂
犬
訶
予
防
注
射
は
、
従
来
ど
お
n
毎

年
行
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

(
足
立
・
千
住
保
健
所
)

ひ
ろ

ば=
催
し
物
=

☆
足
立
キ
ッ
ス
ク
ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
9
月
2
2
日
(
日
)
、午

後
1
時
3
0
分
開
場
/
霓
棊
部
セ
ン
タ

1
(
北
千
住
駅
そ
ぱ
)
/
ツ
ー
ピ
ー
ス
ほ

か
/
千
円
※
キ
ッ
ス
ク
ラ
ブ
は
障
害

児
の
学
童
保
育
を
し
て
い
ホ
y
/
中
澤

昔
(
5
6
9
1
)
0
4
8
4

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
1
0
月
6
日

亘

、
午
前
1
0時
1
午
後
1
時
/
舎
人

団
地
3
号
棟
前
広
場
/
車
出
店
2
千

円
、
手
持
出
店
哨
円
/
1
0月
1
日
～
4

日
、
午
後
7
時
L
1
時
に
申
込
/
第
一

集
会
所

豐
(
3
8
9
8
)
1
8
4
3

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
£
考

え
の
方
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

=
募

集
=

盒
函
(

初
級
)
講
座

一…河
2

ほ
か

皀
虱
汞
曜
叺

午
後
7
時
廴
晶
恥

分
/
亀
有
北
集
会
所
/
半
年
5
0
0円(
教

材
費
別
)
/
往
復
(
ガ
キ
で
申
込

〒

閇
天
谷
田
2
-
9
-
7

小
林

酋
(
3
6
0
5
)
0
7
3
1

☆
足
立
区
文
化
祭

公
募
い
け
ば
な
展
m

拷
9
日
禾
)
・
1
0刪
(
木
)
/
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
/
流
派
経
験
豐
問
わ
ず
/
5
0

人
(
抽
選
)
/
千
円
/
9
月
2
2日
ま
で
に

電
話
連
絡
/
足
立
区
華
道
茶
道
協
会

田
中

酋
(
3
8
8
6
)
5
9
C
U
C
V
J

掲
示
板

・
保
留
地
を
処
分
し
ま
す
入
札
日
時

乱
肖
U
二
木
)
、午
前
1
0
時
～
午

後
L
時
区
画
H
6
区
画
(
5
0
・
6
5
～

1
8
8
・
0
8
㎡
)
最
低
価
格
H
千
4
5
3
万
巳

千
5
5
0
円
y
5
千
1
万
9
千
s
円
現
地

案
内
H
1
0
月
7
～
9
日
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
入
札
塀
所
・
問
先
卜
江
北

北
部
土
地
区
画
整
理
組
合
(
皿
沼
2
-

2
5
1
1
)
酋
(
3
8
9
7
)
2
2
3
1

・
第
a
回
区
民
健
康
ま
つ
り
日
時
卜

9
月
2
8
R
王
)
、午
後
L
時
～
t
時

檮
所
H
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内

容
品

跫
立
区
医
療
―
団
体
主
催
)

費
用
卜

無
料

問
先
日
足
立
区
柔
道
接
骨
師
会

酋
(
3
8
4
9
)
3
B
5
1

・
発
明
・
年
金
・
営
業
許
可
罅
の
無
料

よ
ろ
ず
相
鮫
日
時
卜
1
月
a
貝
土
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
t
時
場
所
=
弁
護

霊
羅
(
千
代
田
区
霞
ヶ
関
)
申
込
卜

9
月
1
9
・
2
0
日
、
正
午
～
午
後
冫
時
に

電
話
予
約

酋
(
3
5
9
3
)
9
7
8
1

問
先
=
m

司
法
番
士
会

豐
(
3
3
5
3
)
9
1
9
1

・
北
足
立
市
場
ま
つ
り
「
野
菜
天
国
・

果
物
王
!

日
時
日
9
月
2
9旦
旦

、

午
前
1
0時
1
午
後
1
時

場
所
卜
北
足

立
市
場

内
容
日
野
菜
・
果
物
・
花
と

み
ど
ひ
の
即
売
/
ミ
ニ
s
L
ほ
か

問

先
日
青
果
物
商
業
協
同
組
合
足
立
支
所
a
(
3
8
5
7
)
7
2
7
1

□ 製靴技能講座( 製甲コース) 日時=10月7日・8日・11日・14日～18日( 全8日間) 、午後6時～9時10分　対象=製甲作業に従事したことがある方
費用=無料　定員=22人　申込=9月17・18日、午前9時～午後7時に電話　場・申・問先=足立高等職業技術専門校台東分校　3876- 2998
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花
畑
セ
ミ
ナ
ー

「
住
ま
う
」か
ら
考
え
る

女
と
男
の
今
と
こ
れ
か
ら

「
家
族
で
住
む
≒
一
人
で
住
む
」
「
気

の
あ
っ
た
仲
間
と
住
む
こ
笞
様
々
な

住
ま
い
方
が
あ
ひ
ま
す
。
現
在
の
目
分

自
身
の
「
住
ま
い
方
」
を
見
つ
め
厚
y

y
y
が
ら
、
家
簒
こ
の
関
係
、
こ
れ
か

ら
の
高
齢
社
会
で
の
生
き
方
、
住
ま
い

方
萱
原
凡
て
み
豕
す
。
日
時
等
H
下

表
場
所
韮
に
畑
セ
ン
タ
ー
(
H
月
1
2

日
の
み
桜
花
亭
)
対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
男
女
定
員
H
女

性
3
0
人
・
男
性
1
0
人
(
抽
選
)
S
用
日

無
料
申
込
H
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、電
話
番

号
、希
望
理
由
、
「花
畑
セ
ミ
ナ
ー
」

と
明
記
※
―
瞋
か
ら
学
齢
前
ま
で
の

お
子
さ
ん
の
保
育
を
行
い
求
す
。希
望

す
る
方
は
、お
子
さ
ん
の
名
前
、生
年

月
日
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。(
定
貝
5

人
而
月
1
日
に
保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
受
行
い
ネ
y
期
限
=
9
月
2
4

日
必
着

申
・
問
先
悲
袿
総
合
セ
ン

タ
ー
〒
1
2
3
梅
田
7
-
3
3
-
I

四
(
3
8
8
0
)
5
2
2
n″』

花畑セミ ナー日程

● いずれも火曜日、時間は午後2時～4時

あ
だ
ち
女
性
大
学
公
開
講
座

「
寺
か
ら
見
え
た
家
族
の
現
在
」

女
性
や
宗
教
奮
T
ワ
ー
ド
に
(
家

芦
を
考
茂
て
み
ま
す
。
男
性
の
方
も

ご
つ
ぞ
。
日
時
卜
1
0
月
7
日
月
)
、

午
後
6
時
4
5
分
廴
&
瓱
分
対
象
卜

区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
男
女

講

師
H
春
日
了
氏
(
住
職
・
ニ
ュ
ー
ス
キ

ャ
ス
タ
ー
)

※
手
話
通
訳
あ
ひ

定
S

卜
3
0人

費
用
卜
無
料

申
込
卜
往

厦
(
ガ
キ
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、「公
開
講
座
希
望
」
と
明
記

※
2
歳
か
ら
学
齢
前
の
お
子
さ
ん
の
保

育
を
希
望
三
芳
は
、そ
Q

日
記
入
(
先

着
―
人
)

期
限
=
9
月
竹
‘日

場
・

申
・
問
先
卜
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

梅
田
7
-
3
3
-
1

四
(
3
8
8
0
)
5
2
2
p

』

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
・
イ
ン
・
オ
ー
タ
ム

秋
の
訪
れ
煢
さ
わ
や
か
な
歌
声
に

感
じ
て
く
だ
さ
い
。日
時
日
9
月
2
8

日
王
)
、午
後
6
時
3
0
分
開
演
柵

所
日
竹
の
罹
セ
ン
タ
ー
S
用
H
無
料

※
満
員
の
際
は
(
場
を
お
断
口
t
も
こ

と
が
あ
ひ
ま
す

曲
目
日
ぞ
笳
ぼ
、

ゆ
か
い
に
歩
け
ば
、
莠
し
い
チ
ロ
ル
ほ

か

問
先
日
事
務
笳
・
薬
師
神

酋
(
3
8
5
2
)
3
2
3
2
(
W
`
四
四
)

J素
ほ

、
文
化
振
興
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

外
国
人
の
た
め
の
日
本
料
理
教
室

巻
き
寿
司
と
お
吸
い
物

日
本
の
料
理
に
興
味
の
あ
る
外
国
人

の
方
を
対
象
に
し
た
教
室
で
す
。
初
め

て
の
方
で
も
だ
い
じ
ょ
う
ぷ
で
T

。

日
時
=
9
月
卿
只
日
)
、
午
前
1
0時
～

午
後
L
時
定
S
悲
哭
(
先
着
順
)

1
7
5
0
0
円
(
材
料
費
)
`
X
冫
電

話

場
・
申
・
問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

魯
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

都
・
区
リ
サ
イ
ク
ル
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
え
ら
れ
ま
す
か

日
時
卜
1
0
月
9
日
(
水
)
、午
後
L
時

習
～
t
時
雰
場
所
卜
板
橋
区
立

文
化
会
館
(
東
武
東
卜
驛
t
(山
駅
ま
た

は
都
営
三
田
線
板
橋
区
役
所
前
駅
下

車
)

内
容
H
基
調
講
演
『
不
思
駟
な

風
暑
ご
椎
名
誠
氏
ほ
か

定
員
卜
5
0
0人

(先
着
順
)

費
用
H
無
料

申
込
卜

当
日
、
直
接
会
場
へ

問
先
日
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

清
掃
施
設
見
学
会
　
参
加
者
募
集

ひ
と
り
で
も
、ヽ
豪
族
で
も
参
加
で

罌
手

圏
平
日
コ
ー
ス
(
毎
週
水
曜
日
)

内
容
等
H
竹
芝
小
型
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
　

(
午
前
9
時
軣
巳
1
新
罌
笂
乗
船
～

埋
立
処
分
場
卜
夢
の
島
熱
帯
植
物
館

(午
後
3
時
3
0分
解
散
)

・
土
・
日
曜
コ
ー
ス

内
容
等
卜
新
木
場
駅
(
午
前
9
時
集

合
)
～
埋
立
机
分
場
I
夢
の
島
熱
帯
植

物
館
(
正
午
解
散
)

I
い
ず
れ
も
I

対
象
日
都
内
在
住
・
在
勤
の
1
8
歳
以
上

の
方
(
団
体
は
2
0
人
ま
で
)
*
た
だ

し
、土
・
日
曜
コ
ー
ス
は
子
供
も
参
加

で
き
豕
y
費
用
日
無
料
(
平
日
コ
ー

ス
り
み
昼
食
代
負
担
)

申
込
日
電
話

申
先
卜
東
京
都
環
境
整
爾
公
社

酋
(
3
6
4
4
)
2
1
0
8

問
先
=
同
公
社
ま
&
腎
分
イ
ク
ル
推

進
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

あだちまつり

A - F e s t a
'

9 6 通信
10月12日(土) ・13日(日)
荒川河川敷虹の広場
北千住駅西口等

開催ま で、

あと1ヵ月。請うご期待!
内
容
日
ス
テ
ー
ジ
/
あ
だ
っ
ち
ボ

ー
ル
/
チ
ャ
ッ
プ
ン
の
大
冒
険

(ス
タ
ン
プ
レ
ー
ス
)
/
こ
ど
石

広
場
/
勵
く
車
広
場
/
大
凧
あ

げ
/
リ
バ
ー
サ
イ
ド
バ
ザ
ー
/
流

し
踊
り
/
パ
レ
ー
ド
/
遊
覧
船
あ

だ
ち
碍
/
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
/

足
立
産
業
ま
つ
り

ほ
か

・
配
念
T
シ
ャ
ツ
販
売
中

価
格
卜
千
2
0
0円

申
・
問
先
卜
区

民
ま
つ
り
委
員
会
逎
癌
(
地
域

振
興
課
育
成
係
)

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

さぁ、

冒
険
だ
!

「遊び・学び」の宝島

あだち
子ど

も フェスティ

バル

9 月22日( 日) 、9時30分
ギャラクシティ

内容= 作って避ぼう/ ミニシアタ
ー/ 迷路/ ゲーム/ 小学生つな引
き・大なわとび大会/ 模擬店ほか
問先= 少年育成係
酋3880- 51111㈹

スケッチ
あだち

眠
い
目
も

パ
ッ
チ
リ
と
!

朝
顔
の
道

い
つ
も
何
気
な
ぐ
通
っ
て
い
る
、
通

動
・
通
学
路
。
よ
く
見
て
み
'
9
と
、
面

白
い
発
見
が
。
南
花
畑
一
T
a
に
は
約

2
0
0
m
に
も
わ
た
っ
て
朝
顔
の
咲
く
遭
が

続
い
て
い
李
歹
。
だ
れ
が
暼
危
の
か

は
、
近
所
の
人
畆
ま
く
分
か
う
な
い
よ

う
で
t
か
、
夏
の
暑
い
朝
に
咲
く
色
鮮

や
か
な
朝
顔
は
、
蔘
や
〈
々
の
目
を
疂

し
ま
せ
て
い
ネ
f
y。

あ
な
た
の
通
簒
、
£
な
楽
し
み

が
あ
2
ヂ
か
y

足
立
か
ら
世
界
へジ
ャ
ン
プ

燮
叉
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
必
勳
中

の
A
G
T
C
(
足
翕
y
ム
ナ
ス
テ
ィ
ッ

ク
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ
)
か
ら
t
人

の
日
本
代
表
滲
壽
ぎ
ラ
ン
ポ
リ
ン
の

世
界
大
会
に
挑
戦
し
詆
し
た
。

昨
年
、
イ
ン
ド
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
瀰
キ

権
の
1
5～

晟
の
部
で
個
人
憊
聰
を
し

て
い
る
野
口
朋
恵
'
兄
(
東
和
三
丁
目
)

を
ほ
じ
め
、
榎
本
知
佳
さ
ん
(
花
畑
五

丁
目
)
、平
田
淳
美
六
瓦
(

西
保
木
間
四

ず
自

、木
幡
美
登

里
さ
ん
(
弘
道
一

丁
目
)
が
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
別
大
会
に

出
場
。
野
口
さ
ん
は
年
齢
制
限
の
な

い
大
会
に
も
朷
挑
戦
し
ま
し
た
。
結

果
は
、
木
幡
多
似
I
ト
1
0
歳
の
部

個
人
一
勝
、
榎
本
さ
ん
が
H
～
1
2
歳

の
部
個
人
t
‘
位
、
野
口
さ
ん
が
1
5
～

1
7
晟
の
部
個
人
i
位
入
賞
奎
果
た
し

訳
レ
た
。
9
F
1
0
蔵
の
部
で
惜
し
く

壑
「
賞
を
逃
し
た
平
田
さ
ん
も
み
ん

な
九
気
に
帰
国
」
¥
r
だ
。

左
か
ら
木
幡
さ
ん
、
榎
本
さ

ん
、
野
口
さ
ん
、平
田
さ
ん

緋メダカ5, 000匹を八か村落し
親水緑道に

放流

夏
休
み
摺
縵
の
日

曜
日
に
恒
例
と
な
っ

た
、
八
か
村
落
し
親

水
緑
遭
で
の
魚
の
放

流
。
今
年
は
一
回
目

A
^
o
'
°
°
a
c
2
5
R

に
地
域
の
子
i

の
協
力
蠡

荐

わ
れ
声
じ

た
。
子
ど
も
た
ち
ほ
、
赤
い
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
メ

ダ
カ
を
、
ち
ょ
っ
ぴ
a
緊
張
レ
な
が
ら
敖
し
て
い

孝
豕
歹
。
元
気
に
脉
罌
易
る
メ
ダ
カ
を
兒
た
子

ど
虱
だ
黯
孥
(
喜
び
。
夏
の
終
わ
ひ
の
貴
書
な
体

臉
に
な
っ
た
ぷ
つ
で
歹
。
い翫
蓼

8
月
の
夜
に

秋

を

楽

し

む

～
秋
の
虫
の
展
示
会
～

夕
暮
れ
の
風
が
心
地
好
く
感
じ
ら
れ

る
&
月
2
3
・
2
4
B
、
柳
原
千
蓖
南
で
、

秋
の
虫
の
展
示
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

園
内
に
は
ス
ズ
ム
シ
な
ど
の
秋
の
虫

ま
蕈
恚
犀

。ス
ス
キ
の
工
作
や
生

け
花
教
室
、
野
点
な
ぐ
髮
祚
わ
れ
、
虫

の
声
を
蘭
奠
笳
ら
。
一
足
早
い
秋
を

楽
し
ん
で
い
声
レ
た
。

ススキで作ったキリギリ
ス。「難しかったけれど上
手にできたよ」と千住関屋
町の中島さん

優
雅
に
、
そ
し
て
真

剣
に
…
生
け
花
教
室

解
体
前
の
旧
千
住
本
庁
舎
で

消
防
訓
練

旧
千
住
本
庁
舎
で
、
a
月
3
日
～
1
3

日
に
わ
た
っ
て
消
防
署
に
よ
る
災
害
時

に
備
え
た
消
防
訓
練
が
行
な
わ
れ
声
し

た
。
訓
練
は
、
ピ
ル
が
倒
簑
レ
(
口
が

塚
ま
っ
た
と
い
う
ビ
ル
災
害
を
想
丐

人
命
救
助
の
た
め
に
入
り
口
を
ゐ
け
る

訓
練
で
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
L
や
削
岩
機
を

実
際
に
使
用
す
る
と
、
白
い
粉
塵
が

も
う
裂
と
あ
が
り
、
緊
迫
じ
i

茴

気
と
な
口
犇
し
た
。

区
民
の
方
へ
貸
U
出
し
冨
{
唇
リ
ル

等
災
害
用
責
機
材
も
同
時
に
テ
ス
ト
。

こ
の
聘
防
訓
練
後
、
解
体
工
事
が
始

ま
り
声
}
処
。

-

区

民

の

方

へ
貸

し

出

す

災

害
用

資

機

材

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています O　240, 000


